
宗
敏
的
勢
力
を
搬
張
・
し
よ
う
ε
す
る
一
の
方
便
が
主
要
な
る
闘
で
あ
っ

　
溢
ε
思
ふ
。
少
く
ミ
も
纏
濟
的
關
…
係
に
並
ん
で
信
仰
的
蘭
係
の
存
在
を

認
め
得
ろ
も
の
ミ
信
ず
6
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

㈹
此
の
手
段
は
既
存
の
他
の
大
盛
に
も
及
ん
だ
こ
ミ
、
察
ぜ
ら
れ
る
（
例

　
へ
ば
賀
箆
、
佐
士
ロ
の
如
斗
・
）
、
離
し
て
臨
画
の
勢
の
極
ま
る
ミ
こ
ろ
は
一
終
…
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

日
自
由
王
、
丹
町
明
紳
共
に
天
照
大
紳
ざ
同
髄
で
あ
る
ミ
い
ふ
説
を
生

す
る
に
至
つ
れ
。
大
峯
、
，
熊
聾
を
中
心
ミ
す
る
引
写
に
當
山
子
、
（
藁

言
）
本
山
滋
（
天
罰
）
の
生
こ
れ
の
も
蓋
〔
鵡
の
傾
向
の
影
響
で
あ
る
。

羅

纂

考
古
學
の
栞
（
書
面
）

　
　
　
　
文
學
士
　
濱
　
田
富

第
糊
章
　
序
．
　
、
詣

　
　
、
闘
、
　
考
古
學
選
ば
何
ぞ
や

　
　
考
古
學
の
起
源

作

　
一
、
　
　
　
　
　
　
　
考
古
學
は
決
し
て
新
し
き
學

問
に
非
す
、
其
の
趨
源
は
寧
ろ
頗
宮
古
ぎ
具
な
ゆ
ご
錐
も
、

科
學
的
態
度
を
以
て
研
究
せ
ら
れ
盛
る
は
、
比
較
的
近
代

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

の
事
に
零
す
。
例
へ
ば
支
那
に
於
い
て
は
宋
以
後
古
器
物

の
蒐
集
順
当
盛
に
起
り
、
。
清
朝
に
至
り
て
は
其
の
特
に
著

し
き
者
あ
る
を
見
る
。
我
國
に
於
い
て
も
徳
川
時
代
に
至

り
て
は
、
、
清
朝
考
讃
の
學
風
を
受
け
隔
或
は
國
學
の
復
興

山
陵
の
踏
査
等
よ
り
し
て
古
墳
古
器
の
研
究
漸
ぐ
回
り
π

、
ヶ
。
西
洋
．
に
於
い
て
は
希
臓
の
末
よ
り
、
古
物
研
究
の
風

現
は
れ
、
羅
馬
時
代
に
及
び
し
も
、
以
後
中
世
を
経
て
第

十
八
琶
紀
に
至
る
迄
、
却
っ
て
衰
退
の
欺
な
り
し
が
、
濁

逸
の
ウ
ヰ
ン
ク
ル
マ
ン
（
≦
ぎ
昂
⑰
喜
舞
p
）
鵠
る
に
及
び
て

、
始
め
て
近
代
の
意
義
の
於
け
る
考
古
學
的
研
究
の
螢
生

を
見
る
に
至
れ
り
。

、
二
、
　
r
考
古
學
の
語
義
　
考
古
學
は
h
ア
ル
ケ
オ
買
レ

デ
ー
し
（
母
。
冨
0
9
0
鴇
）
な
る
語
の
翻
繹
な
り
○
此
の
語

は
希
臓
語
の
ア
川
七
ヤ
イ
オ
ロ
ヂ
ヤ
（
曇
ミ
昊
嘗
“
ゾ
よ

り
出
で
、
、
是
は
「
始
ぬ
」
、
「
古
べ
」
、
等
の
義
セ
有
す
る
．
ア
〃

へ
し
（
魯
駁
“
）
ご
コ
爵
論
」
州
學
痛
し
等
の
意
あ
る
“
ゴ
メ

（
べ
～
曹
も
）
の
二
語
よ
、
ゲ
成
れ
。
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
語
源
上

第
山
　
號
．
　
　
七
五
　
（
七
五
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
攣
の
栞

よ
り
云
は
や
、
凡
て
古
代
の
事
物
を
研
究
す
6
装
置
の
謂

な
れ
ば
、
濁
逸
語
に
之
を
諾
し
て
「
ア
ル
テ
川
ツ
ー
ム
ス

ク
ソ
ヂ
」
（
㌧
r
一
け
O
詳
適
評
均
口
】
〈
二
β
α
O
）
ご
云
へ
・
9
0

　
さ
れ
ば
希
腫
羅
馬
の
捌

者
に
し
て
此
の
「
ア
ル
ヒ

ャ
イ
オ
ロ
ヂ
ヤ
」
の
語
を

歴
史
ご
同
義
に
用
ゐ
π
る

例
少
な
か
ら
す
。
此
の
廣

義
の
使
用
法
は
第
十
七
世

紀
に
至
る
ま
で
英
國
の
霧

中
等
に
も
行
は
れ
し
が
Y

今
日
吾
人
の
使
用
す
る
意

義
に
用
ゐ
元
る
は
、
蓋
し

風
前
の
ハ
イ
ネ
（
6
耳
巨
7

帥
口
O
o
け
二
〇
σ
＝
o
橘
器
）

昏
昏
に
希
臓
羅
馬
考
古
學
」

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
・
　
　
・
七
六
　
（
七
六
）

る
な
ご
を
以
て
始
め
こ
す
肯
き
か
、
さ
れ
ざ
是
は
．
「
ア
ル

ケ
オ
ロ
ヂ
ー
」
な
な
語
の
使
用
さ
れ
だ
る
ご
ざ
の
み
を
言

ふ
も
の
に
し
て
、
其
眞
に
考
古
學
の
研
究
法
を
一
新
し
把

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
千
七
百
六
十
七
年
其
の
著
「
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
》
「
o
冨
◎
δ
σ
q
δ
伍
。
「
囚
毒
。
・
叶

旨
ω
σ
o
い
。
昌
α
窪
。
飢
臼
○
風
①
o
げ
。
口
ぎ
9
ズ
α
ヨ
Φ
『
）
に
用
み
た

圖一」鋤六省ンマノレケンヰウ

る
は
、
己
に
述
べ

た
お
ウ
ヰ
ン
．
ケ
ル

マ
ン
の
功
に
蹄
せ

ざ
る
可
か
ら
す
。

　
一
二
、
　
　
ウ
ヰ
シ

ク
川
マ
ン
」
ウ
．
ヰ

ノ
ケ
ル
マ
ソ
は
千

七
百
↓
ハ
十
三
年
註
（

の
不
樗
の
著
『
古

　
（
ヂ
ユ
ス
チ
一
半
ウ
井
ソ
ヶ
ル
マ
ソ
僅
四
所
〃
載
）
、

三
。
・
）
を
出
し
π
る
が
、
此
書
は
其
の
名
に
こ
そ
考
古
學
を

冠
せ
ざ
れ
、
其
の
論
ず
る
所
は
希
書
羅
馬
の
彫
刻
に
し
て

．
染
代
美
術
史
」
（
Ω
。
－

　
　
ω
O
げ
♂
ゲ
砥
山
Φ
畦
囚
賃
一

　
　
昌
ω
げ
山
の
ロ
。
》
一
8
詳
口
卜



其
の
材
料
ε
す
る
所
は
、
今
日
よ
り
見
れ
ば
不
充
分
の
議

は
あ
れ
、
彼
は
始
め
て
記
録
の
上
よ
り
美
術
の
作
品
を
研

　
す
る
の
態
度
を
捨
て
》
、
　
、
．
U
δ
困
量
欝
ω
鮎
σ
。
。
肖
昌
膏

層
簿
窪
§
儀
9
⑰
類
9
註
塗
｝
｝
透
鴫
、
の
主
義
よ
う
直
接
に
演

物
を
観
察
研
究
も
て
、
其
の
様
式
の
蟹
蓬
墾
遷
を
明
に
せ

ん
ざ
し
叢
る
は
、
實
に
考
古
學
の
眞
面
諭
を
磯
澄
せ
る
も

の
に
し
て
、
鷺
洲
の
考
古
識
者
が
彼
を
以
て
・
・
近
世
考
古

學
の
窟
ε
遷
す
る
、
決
し
て
偶
然
に
非
ざ
る
な
昼
。

　
囁
四
、
　
希
臓
羅
馬
の
考
古
學
　
斯
の
如
く
欧
洲
に
於
る

考
古
學
は
典
の
登
蓬
の
初
め
よ
り
し
て
、
常
に
希
臓
羅
馬

の
古
物
を
研
究
し
論
れ
る
を
以
て
、
今
劉
ご
雌
も
、
，
な
ほ

「
ア
ル
ク
オ
ロ
ヂ
！
し
な
る
語
は
、
離
々
及
羅
馬
の
考
古
學

若
し
く
は
美
術
考
古
學
の
意
に
用
ゐ
も
る
・
こ
ご
多
し
ρ
、

潜
れ
竃
も
吾
人
の
叢
に
考
古
學
ε
饗
す
る
為
の
は
、
軍
に

西
洋
古
代
の
美
術
品
を
其
の
研
究
の
樹
海
こ
せ
ん
ど
す
る

に
は
非
す
。
贋
《
有
史
以
前
よ
与
歴
吏
時
代
に
及
び
東
西

’
爾
洋
を
も
包
括
せ
ん
ε
す
る
も
の
に
し
て
る
此
の
如
き
考

　
　
　
第
三
懸
　
　
難
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

古
學
の
構
成
に
輿
り
て
カ
あ
る
も
の
は
、
．
第
十
九
世
紀
の

中
葉
に
起
れ
る
地
質
墨
・
者
及
び
人
類
學
者
の
有
史
…
以
前
の

研
究
に
外
な
ら
す
。
．

・
・
五
、
一
先
吏
考
古
學
㌃
丁
抹
の
學
者
は
此
の
黙
に
於
い

て
先
鞭
を
著
け
だ
り
き
。
、
即
ち
ト
ム
ゼ
ソ
（
目
δ
ヨ
ω
窪
）

ウ
オ
ル
セ
ー
（
乏
駕
鈴
器
）
等
始
め
て
人
類
文
化
の
畿
達

セ
利
器
の
圭
用
材
料
に
諮
る
石
時
代
青
銅
時
代
及
鐵
時
代

の
三
分
類
法
を
唱
遍
し
、
害
毒
の
學
御
意
を
採
用
し
て
場

盆
存
研
究
の
歩
武
を
蓬
め
、
雪
嶺
以
前
の
考
古
學
を
建
立

す
る
に
至
h
・
し
が
、
其
の
初
め
此
方
面
の
研
究
は
希
縢
羅

馬
考
古
學
の
研
究
ご
心
際
ご
相
配
す
る
も
の
無
き
が
如
く

考
へ
ら
れ
把
り
O
然
る
に
シ
瓦
ラ
ー
マ
ン
（
し
Q
。
三
川
岱
昌
§
簿
）

出
で
～
希
臓
の
先
史
時
代
の
研
究
に
着
手
も
、
㌦
グ
ラ
シ
ツ

ク
固
化
め
淵
源
に
縛
る
に
及
び
て
、
青
銅
器
時
代
石
器
時

代
の
交
明
に
突
入
す
る
の
巳
む
を
得
ざ
る
に
至
め
、
，
叢
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
考
古
學
ご
人
類
學
的
先
史
考
古
學
こ
の
接
鯛

黙
を
磯
見
す
る
に
至
れ
）
。
斯
く
て
歴
史
考
古
學
ご
先
吏

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
七
七
　
（
七
七
）



第
三
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

考
古
學
こ
の
聾
者
を
包
括
す
る
考
古
學
の
建
立
を
見
ん
ご

す
る
は
現
時
の
謝
勢
に
し
て
・
我
國
學
者
に
於
い
て
特
に

此
の
意
義
に
於
け
る
斯
學
の
必
要
を
戚
す
る
な
㌧
ρ
然
ら

ば
吾
ム
は
考
古
學
を
如
何
に
定
義
す
可
き
か
。

　
⊥
ハ
、
　
考
古
學
の
定
義
　
英
の
慰
者
サ
；
、
チ
卑
ー
ル

ス
、
ニ
ユ
ウ
る
ン
（
も
α
菅
O
ぎ
ユ
¢
ψ
瓢
①
ジ
・
貯
9
）
は
其
の
論

文
「
考
古
學
の
研
究
に
就
い
て
し
（
○
節
夢
や
茄
葉
身
。
｛

》
「
。
訂
8
δ
⑱
ざ
　
鞍
。
。
い
○
）
に
於
い
て
》
考
右
學
の
研
究
資

料
を
分
ち
て

　
　
　
ω
9
巴
（
口
供
的
）
＼
即
ち
風
俗
習
慣
傳
説
等

　
　
　
㈲
　
を
．
戦
無
窪
　
（
記
載
的
）
　
即
ち
文
書
記
録
等

　
　
　
㈲
　
試
。
宕
ヨ
巧
言
・
（
記
念
物
的
）
　
即
ち
遣
物

　
　
　
　
　
遣
黒
蓋

の
三
者
こ
な
し
、
此
等
に
よ
り
て
人
類
の
過
去
を
研
究
す

る
學
（
塁
Φ
a
窪
8
g
壽
・
ぎ
讐
鴛
℃
競
）
な
り
ε
せ

り
ρ
然
れ
ざ
も
こ
は
考
古
學
の
範
画
を
其
の
「
ア
〃
ヶ
オ

や
ヂ
ー
」
の
原
義
の
如
く
、
最
も
廣
丈
解
諾
せ
ん
ご
す
る

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
八
　
（
七
八
）

も
の
に
し
て
、
・
鯨
b
に
廣
汎
に
撮
ぎ
う
、
既
に
能
化
登
達
せ

る
他
部
の
範
圃
を
侵
さ
ん
オ
す
る
も
の
あ
め
。
さ
れ
ば
此

の
内
ω
の
口
供
的
資
料
に
擦
る
研
究
は
、
之
を
土
俗
學
紳

話
等
に
譲
り
、
・
②
の
記
録
交
書
類
に
擦
る
も
の
は
西
之
を

古
文
書
史
子
等
の
麓
園
に
毒
し
、
働
の
筆
跡
遺
物
を
資
料

こ
す
る
も
の
＼
み
を
以
て
》
考
古
學
に
属
す
る
も
の
ご
な

さ
ん
ご
欲
す
○
・
即
ち
吾
人
は

　
「
考
古
學
は
人
類
の
物
質
的
遺
物
（
跡
類
冨
・
…
』
器
諺
”
貯
。
，
）

　
に
回
り
て
、
人
類
の
過
去
を
研
究
す
る
の
學
な
り
」

ご
定
義
せ
ん
ご
欲
す
る
も
の
な
り
Q
然
ら
ば
人
類
の
物
質

的
一
瓢
物
ご
は
何
ぞ
や
、
獲
れ
人
類
の
手
に
よ
り
て
成
れ
る

一
切
の
二
間
的
物
件
を
指
す
も
の
に
し
て
、
建
築
彫
刻
絡

書
等
は
固
よ
り
器
物
其
他
の
も
の
を
包
含
し
、
三
三
の
圭

ビ
し
て
取
扱
ふ
所
の
文
書
記
録
的
資
料
に
相
嘉
す
る
も
の

な
り
。
斯
の
如
き
意
義
に
於
け
る
考
古
學
は
、
即
ち
近
世

科
學
こ
し
て
の
考
古
學
に
し
て
、
吾
人
は
以
下
順
次
其
の

意
義
を
朋
確
に
し
、
其
の
資
料
の
性
質
を
叙
述
し
．
終
に
研



噴

究
方
法
に
論
及
せ
ん
ε
欲
す
ρ
再

　
　
　
　
認
、
　
潜
古
學
の
範
國
ぐ
」
隅
分

　
七
、
囁
、
人
類
の
過
去
　
佛
蘭
西
の
考
古
愚
者
ド
う
モ
〃

ガ
ン
氏
人
山
。
罵
。
お
霧
）
・
は
「
考
古
學
者
研
究
の
分
野
は

人
類
の
毘
現
以
後
現
代
に
至
る
人
丈
の
道
程
全
部
を
包
括

す
」
ご
云
へ
り
○
是
れ
考
古
學
が
入
電
の
物
質
簡
遺
物
に

よ
り
て
、
共
の
過
去
を
研
究
す
ご
定
義
せ
る
上
よ
り
見
て

敢
て
差
支
な
き
に
似
た
り
ご
雄
も
ド
や
從
書
誌
問
分
業
の
結

し
之
を
存
す
る
も
未
だ
豊
富
璽
ら
す
↓
・
岡
時
代
の
文
書
の

鉄
記
せ
る
時
代
に
在
り
ご
言
ふ
可
艶
姿
う
ゆ
而
か
も
斯
く

の
如
き
時
代
は
黙
々
民
族
に
よ
昼
で
圃
．
定
ぜ
す
、
確
然
π

る
年
代
を
似
て
之
を
劃
す
る
こ
ご
難
し
。
叉
花
之
を
劃
す

る
の
必
要
為
無
℃
ゆ
所
詮
点
景
素
掻
い
て
．
古
代
史
に
囑
回

る
部
分
は
、
考
古
學
の
最
も
カ
を
吊
す
可
き
領
域
に
し
て

萎
的
資
料
の
欠
乏
す
講
掛
ひ
ズ
？
轟
々
斯
還
砂
効

果
を
駿
揮
す
る
を
常
こ
す
O
我
國
に
於
て
は
推
古
朝
よ
り

果
自
ぢ
考
古
學
の
研
究
範
團
の
限
完
せ
ら
る
藁
も
の
あ
り
〆
奈
良
時
代
に
至
ゆ
て
」
・
始
め
て
文
書
記
録
の
存
す
る
協
の

即
ち
人
類
の
毘
現
し
た
る
後
、
・
共
の
骨
格
の
み
を
地
層
に

止
め
て
、
其
の
製
作
せ
し
除
物
の
甚
だ
稀
少
な
る
時
代
は

人
類
學
地
質
懸
者
の
研
究
す
る
を
却
っ
て
話
芸
ゴ
な
す
。

又
陀
後
世
文
書
記
銀
等
の
材
料
豊
富
に
し
て
．
・
是
の
み
を

以
て
も
略
ぼ
過
去
を
窺
ぶ
に
充
分
棲
る
時
代
は
・
．
圭
こ
し

て
之
を
更
昂
奮
の
研
究
に
委
す
る
を
常
こ
す
。
．
斯
一
で
考

古
學
潜
の
專
ら
活
動
す
可
き
舞
毫
ぽ
、
・
人
類
の
物
質
的
還

物
あ
り
て
鳶
文
書
記
録
の
全
て
備
ら
ざ
る
時
代
よ
レ
舗
・
↑
よ

　
　
　
第
三
巻
　
　
．
離
　
纂
　
　
考
古
學
の
粟

あ
外
ご
雄
も
、
．
未
だ
以
て
豊
富
な
り
ご
謂
ふ
可
ら
す
、
拳

安
朝
に
入
互
て
漸
く
同
時
代
め
交
書
記
録
の
多
く
存
す
る

も
の
あ
り
、
・
歴
史
家
の
・
手
に
よ
り
て
我
國
民
の
愚
去
を
推

究
す
る
に
不
便
少
な
き
に
似
π
り
ゆ
爺
か
略
文
化
藝
術
等

の
方
面
に
於
い
て
は
う
更
に
後
代
に
至
う
て
も
、
な
ほ
交

献
の
備
は
ざ
る
も
の
多
し
ゆ
故
に
少
ぐ
ざ
も
奈
良
朝
以
前

・
は
考
古
學
の
大
に
活
動
す
可
ぎ
蒔
代
じ
属
す
ご
云
ふ
う
・
・
敢

て
不
可
な
る
無
か
ら
む
か
ゆ
．
ご
．
ヒ
、
∵
∴
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
藁
囲
號
　
、
　
七
九
　
（
七
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
．



’

第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

　
入
、
　
考
古
學
の
廣
分
帰
陶
管
な
る
考
古
學
の
分
野
は

其
の
研
究
の
便
宜
嬉
無
識
の
慣
習
に
よ
り
て
、
或
は
之
を

時
代
に
よ
り
或
は
國
家
民
族
に
よ
り
、
或
は
地
方
に
よ
り

叉
だ
此
等
各
種
の
條
件
を
綜
合
し
て
、
多
く
の
廣
分
を
な

す
を
常
こ
す
。
先
づ
時
代
に
よ
り
て
分
つ
も
の
は
0
り
先
史

考
古
學
（
一
、
お
げ
禦
・
昏
錠
。
訂
8
δ
α
q
団
）
及
び
②
歴
史
考
古

學
（
国
…
ω
8
同
M
o
鍵
6
冨
。
o
δ
σ
q
図
）
あ
㌻
o
前
者
は
文
書
的
資

料
の
全
く
存
在
せ
ざ
る
時
代
の
考
古
學
を
云
ひ
、
石
器
時

代
青
銅
器
時
代
等
の
文
化
の
研
究
嫉
此
の
う
ち
に
入
る
。

後
者
は
文
献
の
傳
は
れ
る
時
代
の
研
究
に
し
て
、
其
の
未

だ
豊
富
な
ら
ざ
る
時
代
は
、
特
に
之
を
原
吏
考
右
學
（
野
守

6
窪
ω
8
膏
9
。
8
ぎ
8
δ
団
内
）
　
の
名
を
以
て
す
る
こ
ざ
あ
り

　
れ
ざ
も
此
等
の
名
総
中
、
先
史
考
古
學
の
外
は
普
通
用

ゐ
ら
る
、
こ
ご
多
か
ら
す
。

　
地
方
或
は
民
族
等
に
よ
る
三
分
に
は
、
鞍
本
考
古
學
、

支
那
考
古
學
、
印
度
考
古
學
、
亜
米
利
加
考
古
學
各
便
宜

　
よ
り
て
、
其
の
名
羅
を
附
す
行
く
、
從
來
其
の
最
も
多

第
臼
二

八
O
　
（
八
○
）

ぐ
行
は
る
・
も
の
に
は
埃
及
考
古
學
（
司
σ
q
》
・
営
◎
ざ
σ
q
団
の
語

は
古
埃
及
の
言
語
文
字
の
研
究
に
用
み
な
こ
ご
多
薯
も
、

考
占
學
の
義
に
も
用
み
る
）
西
亜
考
古
學
（
》
ω
。
。
覧
。
δ
讐

の
語
ば
ア
ツ
シ
リ
ヒ
ヤ
…
以
外
の
ス
メ
ル
、
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
等
凡

て
田
歌
交
叉
を
使
用
せ
し
民
族
の
言
語
丈
字
の
研
究
に
用

み
る
も
、
其
の
考
古
學
を
意
味
す
る
こ
ご
砂
な
か
ち
す
）

希
臓
羅
馬
考
古
學
（
Ω
9
ω
ω
冨
一
鍵
。
冨
8
一
・
α
q
》
、
）
塞
督
激

考
古
學
「
（
9
轡
，
鯨
剛
撃
う
・
同
．
9
器
。
ざ
鴛
）
等
あ
り
。

　
考
古
學
の
資
料
の
種
類
に
よ
る
医
分
に
は
、
古
泉
學

（
乞
二
煮
切
ヨ
舞
。
δ
α
q
｝
・
）
光
も
行
は
れ
、
共
地
彫
刻
皮
、
絡

書
史
、
建
築
史
部
は
或
る
意
味
に
於
い
て
う
此
種
切
樋
分

ざ
言
ふ
も
不
可
な
き
も
、
紋
章
學
（
団
興
出
今
）
、
）
有
職
學

の
如
き
は
、
嚴
密
な
る
意
義
に
於
け
る
考
古
學
の
分
科
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵

云
ふ
を
得
す
。罠

、
．
弩
古
注
こ
他
計
貯
砂
の
閣
係

九
、
凡
そ
人
文
に
關
す
る
科
學
に
し
て
、
他
の
人
丈
科



學
ご
何
等
か
の
雷
声
を
有
せ
ざ
る
も
の
無
く
、
此
等
露
髄

あ
る
諸
息
遣
の
造
詣
に
侯
っ
こ
ご
無
く
し
て
、
研
究
を
盛

行
し
得
べ
き
も
の
あ
る
を
写
す
。
殊
に
考
右
學
の
如
き
は

其
の
性
質
上
、
人
交
科
學
ご
自
然
斜
面
・
こ
の
爾
方
面
に
し
密

接
な
る
關
係
を
有
す
る
を
以
て
、
此
等
三
后
諸
學
の
智
識

を
要
す
る
こ
ご
最
も
大
な
る
を
見
る
Q
固
よ
り
一
入
に
し

て
各
種
の
亜
科
に
深
き
造
詣
あ
る
を
期
す
る
こ
ご
難
き
を

以
て
、
其
の
特
写
の
研
究
は
各
専
門
家
に
委
托
す
る
の
外

な
し
ご
錐
も
、
詣
る
程
度
迄
の
智
識
ご
、
少
く
こ
も
之
に

存
す
る
興
味
ご
を
挾
有
す
る
を
要
す
。
埃
及
考
古
學
の
泰

斗
ペ
ト
ヲ
ー
敷
戸
（
三
一
…
津
山
O
一
，
ω
　
｝
｝
①
酔
一
，
一
〇
）
氏
は
「
現
院
の
如

く
自
然
感
泣
ざ
人
文
科
學
こ
の
背
離
す
る
こ
ざ
甚
し
く
、

其
の
一
に
通
す
る
も
の
は
他
を
顧
み
す
、
偏
狭
な
る
敷
育

の
講
は
る
＼
際
に
在
り
て
は
、
考
詰
理
の
如
缶
者
に
蘭

係
深
き
尋
問
の
研
究
は
、
藤
蔓
に
自
由
激
育
を
與
ふ
る
も

の
な
り
」
ご
言
鳳
れ
π
り
◎
聯
か
我
田
引
水
的
の
護
無
き

に
非
ざ
る
も
亦
た
以
て
考
古
學
が
他
の
自
然
科
學
の
智
識

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
築

を
要
す
る
こ
ご
多
き
を
知
る
に
足
る
期
し
」
（
禦
花
O
誘
℃
O
、

貯
．
①
．
i
竃
¢
費
＆
鎖
乙
ρ
ぎ
も
。
圃
昌
錠
。
蕃
8
δ
㈹
ざ
℃
お
冠
8
）

・
今
ま
次
に
斯
學
ご
最
も
關
係
深
き
二
三
の
愚
答
に
就
き
て

述
ぶ
る
所
あ
ら
む
〇

　
一
〇
、
　
化
學
　
考
古
學
ご
化
學
ご
は
一
見
關
係
深
か

4
ざ
る
槻
あ
る
も
、
其
の
實
は
然
ら
す
。
金
鵬
翼
の
成
舜

陶
器
紬
藥
の
性
質
、
容
器
中
の
存
す
る
物
質
の
成
分
等
は

軍
に
顯
微
鏡
を
以
て
之
㌘
検
す
る
等
の
物
理
學
的
方
法
以

外
に
，
純
正
化
學
器
用
化
學
等
の
智
識
方
法
に
よ
ウ
、
‘
之

を
強
訴
研
究
す
る
に
非
す
ん
ば
、
到
底
之
を
明
に
す
る
を

得
可
か
ら
す
。
而
か
も
此
等
の
こ
ご
は
、
其
の
遺
物
の
眞
・

儒
、
時
代
の
相
違
等
よ
り
、
製
作
の
方
法
等
を
知
る
可
き

根
本
的
智
識
を
輿
ふ
る
も
の
な
り
。
固
よ
り
化
學
的
方
法

に
よ
り
て
閲
明
す
る
を
得
る
以
外
に
、
或
は
以
上
に
、
他

の
方
法
に
よ
り
て
考
察
す
可
き
も
の
あ
る
は
論
を
倹
た
す

ご
錐
も
、
此
等
科
幽
門
研
究
の
結
果
に
背
反
す
る
の
研
究

は
、
決
し
て
存
し
得
可
き
に
属
す
。
從
來
考
古
學
者
が
此

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

八
一
（
入
一
）



9

ダ

第
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

の
基
礎
的
研
究
を
等
閑
に
附
し
π
る
観
あ
る
は
、
我
國
學

界
に
於
い
て
特
て
其
の
憾
深
し
ご
な
す
。
吾
人
は
近
重
理

學
搏
士
ご
共
に
「
事
始
的
考
古
學
」
ご
庵
回
す
可
き
研
究
の

章
々
盛
に
起
ら
ん
こ
ご
を
希
望
し
て
已
ま
ざ
る
な
り
。

京
都
帝
國
大
學
の
近
重
博
士
は
支
那

古
鏡
の
成
分
を
研
究
し
て
、
所
謂
漢

巴
鴨
は
百
H
分
中
n
約
桐
劃
山
ハ
十
五
帽
動
二
十
五

を
含
み
，
青
銅
ご
・
し
て
の
硬
度
最
も

大
に
、
唐
以
後
の
鏡
に
於
て
は
銅
を

増
し
錫
を
戚
少
す
ろ
を
曇
見
ぜ
ら
れ

．
れ
り
。
下
れ
同
懸
隔
士
の
分
析
二
從
へ

ば
、
和
泉
國
東
葛
城
村
畿
見
の
銅
鐸

は
銅
六
十
六
錫
十
四
鉛
五
を
含
み
、

筑
前
國
安
徳
村
藤
見
の
銅
鉾
は
銅
七

十
六
錫
十
四
あ
る
に
反
し
て
、
出
所

不
明
に
・
し
て
後
世
の
懸
造
ご
思
は
る

る
銅
鉾
は
銅
七
＋
鉛
＋
四
・
ト
し
て
全

で鐸鋸鎌和）（斜鋸開不庫出）（鎌継村徳安）

∂

第
一
號

入
二
　
（
入
二
）

に
從
っ
て
錫
を
増
・
し
、
其
の
張
度
を
塘
加
也
り
。
此
等
東
西
青
銅
器
成

分
の
比
較
は
亦
次
爾
者
時
代
の
差
違
を
語
る
も
の
に
外
な
ら
す
〇

一
一
、
　
地
質
學
　
は
先
史
考
古
學
に
於
い
て
特
に
其

愈
愈
切
罪
な
る
を
見
る
。
人
類
初
現
の
問
題
よ
り
奮
石
器

く
錫
を
含
ま
す
。
曲
等
の
事
實
は
青
銅
器
の
日
イ
及
眞
質
鑑
定
レ
基
礎

圖二職場銅駐留銅

時
代
の
研
究
に
於

て
は
、
吾
人
は
地

質
郭
者
の
．
智
識
を
．

借
b
來
る
に
非
す

ん
ば
、
何
等
の
提

言
を
も
な
す
能
は
、

ざ
る
引
し
。
蓋
も

人
類
の
遺
跡
は
地

、
殼
の
上
に
存
し
、

其
慰
物
は
地
層
中

に
埋
没
す
る
を
常

を
な
す
可
き
も
の
な
U
。
歯
列
青
銅
器
時
代
の
青
銅
器
は
其
の
尤
も
古
　
こ
す
る
の
み
な
ら
す
、
殊
に
其
遣
跡
地
分
地
質
學
的
攣
化
・

き
も
の
百
分
申
語
誌
に
十
分
以
下
を
含
む
の
み
に
し
て
、
時
代
の
干
ろ
　
を
生
せ
る
｛
場
A
口
に
訓
於
け
る
潰
…
跡
の
研
∵
究
に
亙
り
こ
な
す
。

濯



㍗

曾
て
悟
濃
諏
訪
湖
中
よ
り
石
器
を
獲
見
し
れ
る
こ
ミ
あ
り
。
故
輝
非
正
　
研
究
ご
呼
ぶ
も
の
勘
な
か
ら
す
。
黙
れ
ざ
乱
酔
學
ご
入
類

婦
鰻
黙
羅
覇
覇
難
蠕
鐸
綴
藤
捲
線
熱
鎧
櫃
潔
癖
聯
赫
勒
鍵
誘

　
　
か
・
吾
へ
は
斯
る
闇
題
に
際
し
て
は
、
全
鬼
鉱
質
學
者
の
縮
曝
な
る
研

　
　
究
を
以
て
，
最
後
の
闘
案
ざ
す
る
の
露
な
き
な
り
。
　
（
萱
葺
人
顛
學
’
曾

　　

?
馬
子
輪
室
鯵
藪
墨
壷
講
乱
騰
醗
編

　
　
ぜ
ら
れ
敦
る
後
、
小
戯
火
の
爲
め
に
流
猷
ゼ
る
溶
岩
の
爲
め
昭
器
轟
轟

　
　
の
住
居
が
、
猛
あ
下
に
埋
饗
ら
れ
潔
あ
に
し
て
、
紫
岩
鑑

　
　
の
時
代
の
先
皮
時
代
に
拳
る
を
明
辱
可
亡
。
（
東
京
八
類
三
舞
難
誌

　
　
一
九
四
號
鳥
居
龍
藏
露
論
丈
参
照
）
此
の
知
き
は
考
古
學
ミ
．
地
質
學
ご

　
　
が
籍
犠
な
る
關
係
を
有
す
る
一
例
に
過
ぎ
ず
’
o

　
＝
一
、
　
人
類
學
　
は
人
類
の
自
然
皮
に
し
て
、
入
類

韓
纐
灘
齢
鷺
欝
庭
藤
穀
鋤
総
理

の
由
家
の
研
究
は
考
古
級
的
研
究
に
挨
つ
研
多
し
9
我
國

に
於
け
る
人
類
學
の
適
量
こ
も
云
ふ
可
き
孝
子
井
正
五
郎

先
生
は
、
特
に
此
方
面
の
研
究
に
カ
を
須
ゐ
ら
れ
た
る
を

以
て
、
世
間
或
は
考
古
學
的
研
究
を
註
し
て
、
人
類
學
的

第
三
懸
　
　
離
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

き
部
分
に
し
て
、
考
古
降
臨
慰
跡
よ
り
褒
窮
す
乃
古
代
人

。
類
の
骨
格
の
研
究
絃
ゼ
、
其
の
人
種
民
族
等
の
考
察
の
基
礎

的
智
識
を
與
ふ
る
も
の
．
に
し
て
、
こ
は
全
く
罷
質
人
戸
類
學

渚
の
攻
究
に
倹
っ
の
外
な
し
。
　
　
　
　
・

　
　
古
代
入
骨
の
研
究
上
、
．
最
も
肝
要
な
嚢
の
α
頭
蓋
骨
及
下
肢
甘
等
な

　
　
擁
・
顧
蓋
の
形
．
ほ
、
人
類
學
上
之
を
廣
頭
（
ぴ
弓
。
ゴ
鴇
£
、
ゴ
p
一
）
　
中
頭

　
　
（
ヨ
。
脇
。
．
。
⑦
嘗
昌
）
　
及
び
狭
頭
（
（
ぎ
二
〇
7
0
0
2
7
巳
）
の
三
種
こ
な
す
を
韓
一

　
　
、
導
す
・
之
乳
り
て
轟
の
麗
胴
を
考
ふ
る
の
資
秘
す
両
も
叉

　
　
れ
下
肢
曽
に
嗣
い
で
脛
骨
の
糊
準
控
～
号
・
達
2
穿
け
古
、
代
欠
の
普

纈瀦

ﾗ
編
雛
蝋
燭
糊
細

　
　
時
代
入
襲
の
研
究
上
最
上
蘂
聖
な
る
論
議
な
り
。
（
小
唄
非
博
士
著
㎜
、
日

　
　
本
石
器
時
代
の
佳
艮
に
就
い
て
」
東
京
帝
國
大
多
事
科
大
學
紀
墨
、
束

　　

c
霊
器
鷺
黙
雛
艦
餌
験
堂
廊
鵡
款
蒲
漁

　
　
　
の
に
歪
り
て
は
未
だ
研
究
の
緒
果
を
開
く
を
僻
す
。
之
が
資
料
ε
・
し
て

第
一
號

入
室
　
（
八
三
）



第
三
巻
　
雑
纂
　
考
古
學
の
栞

ば
熊
恭
縣
岡
山
二
等
よ
り
出
☆
る
も
の
あ
り
。
昨
年
河
内
國
南
河
内
郡

國
府
よ
切
獲
見
也
る
ち
の
は
嫌
に
育
盆
な
る
も
の
に
贋
す
・
其
の
内
京

．
都
帝
國
大
序
殺
掘
の
分
は
、
鈴
木
足
立
雨
磐
學
博
十
等
の
研
究
に
よ
り

て
，
之
を
明
に
す
る
の
日
蓮
か
ら
ざ
る
曰
く
、
日
本
蚕
種
問
題
は
此
等

の
結
果
を
得
て
、
始
め
て
論
究
で
可

き
も
の
な
り
賠
質
人
類
學
或
は
解

剖
墨
的
智
識
の
助
け
を
得
て
考
古
學

上
の
事
實
を
嗣
明
ぜ
る
一
例
は
、
筑

後
國
＝
．
池
総
懸
柚
田
村
資
人
画
の
古

墳
よ
り
、
石
人
及
＝
個
の
石
棺
を
螢

見
す
。
其
の
う
ち
小
棺
よ
司
登
見
也

る
露
外
の
破
片
は
長
谷
期
博
士
の
研

究
F
よ
り
、
小
見
若
〔
く
は
少
年
の

も
．
の
な
ろ
こ
ε
を
確
め
選
り
し
之
に

よ
り
此
の
小
石
棺
は
励
謂
骨
洗
ひ
贈

る
逡
嘗
を
容
“
れ
る
も
の
に
非
す
、

小
な
ろ
屍
艘
を
埋
葬
躍
る
も
の
な
る

を
知
る
可
・
し
。
　
（
東
京
人
類
學
幽
幽

誌
廿
九
巻
ノ
一
、
長
谷
繰
言
幽
幽
論

丈
疹
照
）

第
一
號

八
四
　
（
八
四
）

人
民
の
遣
跡
遺
物
の
性
質
を
明
に
す
る
瘍
合
最
も
多
く
、

之
を
考
古
學
研
究
上
の
土
俗
學
的
方
決
　
（
国
エ
、
一
、
。
σ
q
．
9
冨
7

8
一
ヨ
。
犀
。
ユ
）
ご
云
ふ
。
其
の
方
法
ご
銀
着
ご
は
之
を
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
の
條
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
述
ぶ
る
所
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
可
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
」
一
、

重畳の骨人るけ於に府國内山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
六
年
山
ハ
肖
月
濱
田
…
［
・
掲
）

人
類
の
現
歌
論
は
即
ち
人
種
學
及
び
土
俗
學
の
攻
究
分
野
　
史
考
古
學
に
於
い
て
密
接
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
は
史
■

な
り
。
現
存
野
営
未
開
人
種
の
土
俗
ご
比
較
し
て
、
古
代
　
學
若
し
く
は
文
献
學
な
り
。
抑
も
考
害
學
は
己
に
・
定
義
せ

史
學
先
史

考
古
學
の
研

究
に
於
い
て

．
地
質
學
人
類

學
等
は
最
も

重
．
大
な
る
關

係
を
有
す
る

が
如
く
、
歴



る
が
如
く
物
質
的
泣
物
を
以
て
、
人
絹
の
過
去
を
研
究
す

る
な
れ
ば
‘
属
義
の
史
・
平
の
一
分
科
三
見
ゐ
可
〈
、
狭
義

の
忠
川
中
は
文
書
的
資
料
を
以

τ、
同
じ
く
人
類
の
過
去
を

研
究
す
る
を
目
的
ご
す
る
な
れ
ば
、
主
（
の
旨
J

」
す
る
所
は

一
な
り
0

8
れ
ば
此

ω両
者
が
相
依
り
相
助
げ
て
、
其
の

両
方
面
の
研
究
を
綜
合
し
て
始
め
て
、
人
類
、
過
去
の
研
究

を
全
う
す
る
を
符
可
き
や
論
な
し
o

考
古
獲
さ
虎
惨
さ
の
湖
係
ぞ
説
明
す
る
は
‘

A
1
足
立
パ
の
例
の
多
さ

ι省

L
む
可
き
も
・
平
日
刊
行
ゆ
る
一
一
一
の
例
を
巣
ヤ
ハ
川
口
．
か
の
筑
州
闘
志
賀

島
－
い
於
い
て
絞
見
包
る
洗
持
奴
岡
玉
の
令
印
は
共
の
別
式

ιよ
り
漢
代

の
も
の
わ
い
ろ
を
知
る
も
、
後
漢
舎
の
託
事
じ
よ
り
て
、
ヰ
公
民
常
時
代
の

も
の
わ
れ
ろ
を
明
い

L
、
信
代
彼
投
出
入
誕
の
事
貨
を
由
明
る
－
－
さ
を
何
十
い
り

叉
れ
奈
一
民
羽
・
い
於
げ
る
庇
さ
の
炎
一
巡
は
紙
日
本
相
等
の
詑
一
ゃ
い
よ
り
て

縦
機
ぞ
知
る
可
げ
ん
も
、
奈
長
正
倉
院
比
（
仙
諸
大
守
に
俗
ふ
る
古
器
物

を
侠
ち
て
、
始
め
て
明
確
な
る
観
念
を
俳
べ
・
し
o
同
様
じ
支
那
と
西
域

さ
の
交
法
は
、
支
那
歴
代
の
正
山
氏
之

T託
す
も
主
（
の
乾
燥
な
λ

記
事
を

C
て
一
一
駒
山
り
活
荷
主

E
て
吾
人
の
同
前
じ
努
採
手
し
む
る
も
の
は
．
ス

担
イ

y
、
ベ
リ
す
、
ゲ
リ
ユ

Y

ウ
エ
デ
ル
、
ル
コ

y
p
諸
氏
及
我
が
大
谷

先
端
氏
等
の
探
検
の
研
究
俊
見

duz無
免
の
濯
物
じ
外
な
ら
小
。

第

三

巻

雑

纂

支

刑

廃

遊

詑

略

而
か
も
箆
に
文
書
的
資
料
山
も
文
献

ω博
ふ
る
所
ご
、
考

古
一
平
的
資
料

ωよ
る
研
究
ご
相
背
馳
す
る
が
如
き
場
合
は

貫
際
に
於
い
工
其
の
例
砂
か
ら
十
o
是
れ
熟
れ
か
の
研
究

上
り
誤
謬
め
る
を
示
す
も
の
な
る
が
、
新
る
場
合
に
於
げ

る
考
百
・
学
者

ω態
度
は
如
刊
な
る
可
き
J

此
の
重
要
な
る

問
題
に
附
し
て
は
、
吾
人
は
後
節
考
古
鼎
の
研
先
を
論
す

る
の
際
に
詳
越
す
る
所
ゐ
る
可
し
ω
・
（
第
一
章
。
否

支

那

歴

遊

記

略
（上）

セ

串

博

士

松

本

文一）

I店

余
稚
ー
は
大
正
六
年
京
都
大
学
ふ
り
俳
政
り
這
践
火
ぴ
遺
物
研
究
の
締

め
支
那
へ
出
弘
士
命
ゼ
ら
如
、
同
年
八
月
一
日
本
州
を
出
俊
L
、
約
八

十

U
ゆ
聞
を
以
て
南
北
支
那
を
践
渉
・
し
仁
口
で
今
民
族
行
中
見
聞
す
る

所
を
節
絡
し
て
、
読
者
の
一
集
い
供
す
る
二
之
益
す
る
。

入
月
一
日
京
都
出
張
、
同
五
日
青
島
看
u

青
島
で
は
軍

司
令
部
の
厚
意
に
よ
っ
て
戦
蹟
を
案
内
せ
ら
れ
、
叉
市
内

の
岡
書
館
や
串
校
等
を
品
企
劃
し
た
。
偶
惑
が
岡
地
占
領
以

第

罰見

λ
五

（
八
五
〉


